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検査内容変更のお知らせ 
 

 

  拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

  平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

  この度、下記の検査項目につきまして、外注委託先より検査内容変更の連絡がございましたので 

  ご案内申し上げます。 

  先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒宜しくお願い申し上げます。 

                                                                   敬具 
 

 

（ 記 ） 
 

 

【項目名】： 下記の一覧表をご参照ください。 
    

【変更日】： 平成２９年４月１日（土）受付分より 
 

【変更内容】： 
  

コード 検査項目名 変更箇所 （新） （現行） 

６０８ 

成長ホルモン 

（ＧＨ） 

 
※相関図３ページ参照 

検査方法 ＥＣＬＩＡ法 ＣＬＥＩＡ法 

基準値 
Ｍ：２．４７以下   （成人） 

Ｆ ：０．１３～９．８８（成人） 
年齢別・性別の基準値を設定 

報告単位 ｎｇ/ｍL 同左 

所要日数 ２～４日 ２～５日 

報告範囲 ０．０３以下～最終値 ０．０１未満～最終値 

９２８ 

ＰＴＨ－ＩＮＴＡＣＴ 
（副甲状腺ホルモン‐ＩＮＴＡＣＴ） 

 
※相関図３ページ参照 

検査方法 ＥＣＬＩＡ法 ＣＬＥＩＡ法 

基準値 １０～６５ 同左 

報告単位 ｐｇ/ｍＬ 同左 

報告範囲 １以下～最終値 １未満～最終値 

１１７０ 
メタネフリン分画（尿） 

 
※相関図３ページ参照 

検体量 蓄尿 ２．０ｍＬ 蓄尿 ５．０ｍＬ 

検査方法 ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ法 ＨＰＬＣ法 

所要日数 ５～６日 ６～１２日 

４３５ 
バニールマンデル酸 

（ＶＭＡ） 
※相関図３ページ参照 

検体量 蓄尿 ２．０ｍＬ 蓄尿 ３．０ｍＬ 

検査方法 ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ法 ＨＰＬＣ法 

  

※ 次ページに続きます。 
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コード 検査項目名 変更箇所 （新） （現行） 

６５８ 
ホモバニリン酸 

（ＨＶＡ） 
※相関図３ページ参照 

検体量 蓄尿 ２．０ｍＬ 蓄尿 ３．０ｍＬ 

検査方法 ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ法 ＨＰＬＣ法 

６８９ 

5-ﾊｲﾄﾞﾛｷｼｲﾝﾄﾞｰﾙ酢酸 

（５-ＨＩＡＡ） 

 
※相関図３ページ参照 

検体量 蓄尿 ２．０ｍＬ 蓄尿 ５．０ｍＬ 

検査方法 ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ法 ＨＰＬＣ法 

所要日数 ４～５日 ５～１１日 

７２９ 

α１‐マイクログロブリン 

（α１ＭＧ）‐血清 

 
※相関図４ページ参照 

基準値 ９．７～１９．９ 
Ｍ：１０．０～２１．０ 

Ｆ ： ８．３～１６．４ 

報告単位 ｍｇ/Ｌ 同左 

報告範囲 ０．９以下～１８００．０以上 ４．０以下～２５００．０以上 

７３０ 

α１‐マイクログロブリン 

（α１ＭＧ）‐尿 

 
※相関図４ページ参照 

基準値 
Ｍ：０．８～１４．１ 

Ｆ ：０．５～７．０ 

Ｍ：０．６０～１６．６０ 

Ｆ ：０．５０～９．７５ 

報告単位 ｍｇ/Ｌ 同左 

報告範囲 ０．０～５００以上 ０．００～５００以上 

４３０ 

β２‐マイクログロブリン 

（β２ＭＧ）‐血清 

 
※相関図４ページ参照 

基準値 ０．９～２．０ ０．９～１．９ 

報告単位 ｍｇ/Ｌ 同左 

報告範囲 ０．３以下～６００．０ ０．３以下～最終値 

４３１ 

β２‐マイクログロブリン 

（β２ＭＧ）‐尿 

 
※相関図４ページ参照 

基準値 ２８９以下 ２５０以下 

報告単位 μｇ/Ｌ 同左 

報告範囲 ３０以下～最終値 ２０以下～最終値 

２６１５ 

ＩｇＧ４ 

（ＩｇＧサブクラス） 

 
※相関図４ページ参照 

検査方法 免疫比濁法 ネフェロメトリー法 

基準値 ５～１１７ ４～１０８ 

報告単位 ｍｇ/ｄＬ 同左 

報告範囲 ２未満～２５００ ３未満～最終値 

 

【変更理由】：  
● 成長ホルモンは、成長科学協会が示す「補正式」による換算が不要な試薬に変更させていただきます。この 

  変更に伴い、検査方法、基準値、報告範囲、所要日数を変更させていただきます。 

● ＰＴＨ-ＩＮＴＡＣＴは、測定試薬を従来試薬と同等性能を有し、より測定範囲の広い試薬に変更させていただき

ます。この変更に伴い、検査方法、報告範囲を変更させていただきます。 

● メタネフリン分画、ＶＭＡ、ＨＶＡ、５-ＨＩＡＡは測定精度の向上を期し、測定機器および検査方法を変更させて

いただきます。この変更に伴い、検体必要量、所要日数等を変更させていただきます。 

● α１ＭＧ、β２ＭＧは従来試薬販売中止のため同等の性能を有する同一メーカーの改良試薬に変更させてい

ただきます。この変更に伴い、基準値、報告範囲を変更させていただきます。 

● ＩｇＧ４は、従来試薬と同等性能を有する、汎用機器に対応できる試薬を採用し、検査方法を変更させていただ

きます。この変更に伴い、基準値、報告範囲を変更させていただきます
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■ 新試薬と従来試薬の比較 

  
● 成長ホルモン（ＧＨ）           ● ＰＴＨ‐ＩＮＴＡＣＴ 

  

   

 

● メタネフリン分画                                       ● バニールマンデル酸（ＶＭＡ） 

   
 

 

● ホモバニリン酸（ＨＶＡ）         ● ５‐ハイドロキシインドール酢酸（５‐ＨＩＡＡ） 

        （ＢＭＬ検討資料） 
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● α１マイクログロブリン（α１ＭＧ）血清     ● α１マイクログロブリン（α１ＭＧ）尿 

     

      
 

● β２マイクログロブリン（β２ＭＧ）血清    ● β２マイクログロブリン（β２ＭＧ）尿 

      

    
 

● ＩｇＧ４（ＩｇＧサブクラス） 

      

     （ＢＭＬ検討資料） 

 

 

 

 


